
 

■ほとんど家にいる状態になったきっかけ■

子ども・若者が希望をもてる調布市となるために，調布市が特に取り組むべきこ
とは，「年齢や経済的な心配のない学習環境等の充実」が５割強にのぼります。

■調布市が特に取り組むべきこと■

不登校

専門学校・大学になじめなかった

受験に失敗した

就職活動がうまくいかなかった

職場になじめなかった

人間関係がうまくいかなかった

病気

結婚

妊娠

出産

その他

（％）ｎ

年齢や経済的な心配のない学習環境等の充実

就労に向けた相談やサポート体制の充実

児童虐待防止に向けた取組の強化

気軽に悩みを相談できる場所や機会の充実

障害のある子ども・若者の支援の充実

若者が自主的に活動できる場所や機会の充実

 ｰﾄ、ひきこもり、不登校者への支援の充実

地域における見守りなど非行防止対策の充実

不健全図書や  ﾄ上の有害環境から守る取組

その他

特にない

（％）ｎ

 

第２章 調布市の現況
１ 統計等からみた調布市

（１）人口の推移 

平成 年度から平成 年度までの人口の推移をみると，総人口は増加傾向で推
移しています。年少人口についても，増加傾向で推移しており，３万人が目前にな
っています。

■年齢３区分別人口の推移■

資料：住民基本台帳人口（各年度 月１日）

年齢３区分別人口割合でみると，年少人口割合は現状維持，生産年齢人口は微減
傾向，老年人口は微増傾向で推移しています。

■年齢３区分別人口割合の推移■

資料：住民基本台帳人口（各年度 月１日）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

（人）

総人口

老年人口
（ 歳以上）
生産年齢人口
（ ～ 歳）
年少人口
（０～ 歳）

平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度 令和元年度

（％）

老年人口
（ 歳以上）
生産年齢人口
（ ～ 歳）
年少人口
（０～ 歳）
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年齢３区分別人口割合の将来推計をみると，年少人口割合は微減傾向，生産年齢
人口は微減傾向，老年人口は微増傾向で推移することが見込まれます。

■年齢３区分別人口割合の将来推計■

資料：調布市行政経営部政策企画課（調布市の将来人口推計（平成 年３月））

（２）子どもの人口 

子ども（ 歳未満）の人口の推移をみると，全体としては増加傾向で推移してい
ます。内訳でみると，０～５歳，６～ 歳及び ～ 歳の層が概ね増加傾向で推
移しており，子育て世代の転入による社会増の影響がうかがえる一方， ～ 歳の
層は増加と減少を繰り返して推移しています。

■子ども人口の推移■

資料：住民基本台帳人口（各年度 月１日）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

（％）

老年人口
（ 歳以上）
生産年齢人口
（ ～ 歳）
年少人口
（０～ 歳）

平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度令和元年度

（人）

合計

～ 歳

～ 歳

６～ 歳

０～５歳
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

（％）

老年人口
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０～５歳

 

子ども（ 歳未満）の将来推計人口についてみると，全体としては概ね増加傾向
で推移することが見込まれます。内訳でみると，０～５歳， ～ 歳の層が減少傾
向に転じ，６～ 歳， ～ 歳の層は概ね増加傾向で推移することが見込まれま
す。

■子ども人口の将来推計■

資料：調布市行政経営部政策企画課（調布市の将来人口推計（平成 年３月））

（３）合計特殊出生率の動向 

近年の合計特殊出生率をみると，概ね都を上回っているものの， 程度となっ
ており，低い水準で推移しています。国立社会保障・人口問題研究所が公表してい
る「人口統計資料集（ 年版）」によれば，人口を維持するために必要な合計特
殊出生率（人口置換水準）は となっており，自然減は今後も長期的に続くこと
が想定されます。

■合計特殊出生率の推移■

資料：北多摩南部医療圏保健医療福祉データ集 平成 年度版 東京都多摩府中保健所
東京都福祉保健局合計特殊出生率年次推移

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

調布市

東京都

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

（人）

合計

～ 歳

～ 歳

６～ 歳

０～５歳
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（４）世帯の状況 

調布市の世帯数と平均世帯人員数の推移をみると，世帯数は一貫して上昇傾向に
あるのに対し，平均世帯人員数はわずかながらも低下傾向にあります。

■世帯数と平均世帯人員数の推移■

資料：住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯数調査（各年度１月１日）

世帯類型別の比率をみると，平成 年から平成 年において単独世帯，夫婦の
みの世帯，男親あるいは女親と子どもからなる世帯が増加傾向で推移している一
方，３世代世帯が減少傾向であることからも，核家族化の進行がうかがえます。

■世帯類型別比率の推移■

資料：国勢調査

平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度

（世帯） （人／世帯）

世帯数

平均世帯人員

平成 年

平成 年

平成 年

単独世帯 夫婦のみの世帯 男親あるいは女親と子どもからなる世帯 ３世代世帯 その他の世帯

20



 

（４）世帯の状況 

調布市の世帯数と平均世帯人員数の推移をみると，世帯数は一貫して上昇傾向に
あるのに対し，平均世帯人員数はわずかながらも低下傾向にあります。

■世帯数と平均世帯人員数の推移■

資料：住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯数調査（各年度１月１日）

世帯類型別の比率をみると，平成 年から平成 年において単独世帯，夫婦の
みの世帯，男親あるいは女親と子どもからなる世帯が増加傾向で推移している一
方，３世代世帯が減少傾向であることからも，核家族化の進行がうかがえます。

■世帯類型別比率の推移■

資料：国勢調査

平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度平成 年度
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世帯数
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（５）婚姻の状況 

平成 年度から平成 年度においては，婚姻数は 件から 件程度，
離婚数は ～ 件前後で推移しています。

■婚姻数・離婚数の推移■

資料：調布市事務報告書

（６）女性の就業状況 

女性の就業率をみると，結婚・出産の時期に退職して，育児が落ちついた時期に
復帰するといったいわゆるＭ字カーブは緩和していることがうかがえます。

■女性の就業率の推移■

資料：国勢調査

（％）

平成 年

平成 年

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（件）

婚姻数
（戸籍受付件数）

離婚数
（戸籍受付件数）
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（７）保育園の状況 

市における保育園の在籍児童数は増加傾向で推移していますが，入所率は増加と
減少を繰り返して推移しています。

■保育園の状況■

資料：調布市子ども生活部子ども政策課（各年度４月１日）
※入所率：施設定員数に占める在籍児童数の割合

（８）幼稚園の状況 

市における私立幼稚園数は 園となっており，在籍児童数及び定員数ともに減
少傾向にあります。

■幼稚園の状況■

資料：調布市子ども生活部保育課（各年度５月１日）

（人） （％）

在籍児童数

入所率※

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

（人） （園）

定員数

在籍児童数

私立幼稚園
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市における保育園の在籍児童数は増加傾向で推移していますが，入所率は増加と
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市における私立幼稚園数は 園となっており，在籍児童数及び定員数ともに減
少傾向にあります。

■幼稚園の状況■

資料：調布市子ども生活部保育課（各年度５月１日）

（人） （％）

在籍児童数

入所率※

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度

（人） （園）

定員数

在籍児童数

私立幼稚園

 

（９）待機児童の状況 

近年の待機児童数は 人前後で推移していましたが，各種の待機児童対策によ
り，平成 年度には，半数程度に減少しています。

■待機児童数の推移■

資料：調布市子ども生活部保育課（各年度４月１日）

年齢別でみると，待機児童の大半を１歳児が占めている状況で，３歳児について
は平成 年度以降において待機児童はいません。

■年齢別待機児童数の推移■

資料：調布市子ども生活部保育課（各年度４月１日）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）

待機児童数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）

合計

３歳

２歳

１歳

０歳
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（10）放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の状況 

市においては，増加するニーズに対応すべく計画的に施設整備を行っており，設
置数，定員数とも増加しています。

■放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の推移■

資料：調布市事務報告書（各年度４月１日）

（11）学童クラブの入会保留児童数の状況 

市における学童クラブへの入会保留児童数は，平成 年度から平成 年度にか
けて著しく増加し，平成 年度以降においても増加傾向にあります。

■学童クラブの入会保留児童数の推移■

資料：調布市子ども生活部児童青少年課（各年度４月１日）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人） （か所）

定員数

在籍児童数

設置数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）

入会保留児童数
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平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）

入会保留児童数

 

（12）放課後子供教室事業（ユーフォー）の状況 

市における放課後子供教室事業（ユーフォー）は，市内全小学校（ 箇所）で実
施していますが，近年の登録児童数は微減傾向で推移しています。また，登録割合
は６割台で推移しており，民間事業者に運営委託を行った平成 年度に増加し，
その後は微減傾向にあります。
平成 年度に運営委託を行って以降，開設日・開設時間が拡大したことによ
り，
日平均利用者数は増加しました。その後，平成 年度以降は，ほぼ横ばいで推移

しています。利用児童の内訳としては，小学 年生が最も多く，学年が上がるにつ
れて減少する傾向にあります。

■放課後子供教室事業（ユーフォー）の推移■

資料：調布市事務報告書（平成 年度は社会教育課事務報告書より）（各年度３月 日）

■放課後子供教室事業（ユーフォー）登録割合の推移■

資料：調布市子ども生活部児童青少年課（各年度３月 日）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）

登録児童数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（％）

平均
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■放課後子供教室事業（ユーフォー） 日平均利用人数（平日）■

資料：調布市子ども生活部児童青少年課（各年度３月 日）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（％）

平均

年生

年生

年生

年生

年生

年生
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■放課後子供教室事業（ユーフォー） 日平均利用人数（平日）■

資料：調布市子ども生活部児童青少年課（各年度３月 日）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（％）

平均

年生

年生

年生

年生

年生

年生

 

（13）子ども・若者総合支援事業の状況 

市においては，平成 年度から子ども・若者総合支援事業（ここあ）を社会福
祉法人調布市社会福祉協議会に運営委託を行い，実施しています。
相談件数については，相談者数，延べ相談件数ともに増加傾向で推移しており，

平成 年度には延べ相談件数が 件にのぼります。
居場所利用者数については，平成 年１月の開始以来，利用登録者数，延べ利

用人数ともに年々増加していましたが，平成 年度には減少しており，特に延べ
利用人数は，前年度から３割程度の減少となっています。
学習支援利用者数については，利用登録者数，延べ利用人数ともに増加傾向で推

移しており，平成 年度には延べ利用人数が 人にのぼります。

■相談件数の推移■

※平成 年 月より開始。

■居場所利用者数■

※平成 年１月より開始。

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（件）（人）

延べ相談件数

相談者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）（人）

延べ利用人数

利用登録者数
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■学習支援利用者数■

資料：調布市子ども生活部児童青少年課
※平成 年 月より開始。

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）（人）

延べ利用人数

利用登録者数
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■学習支援利用者数■

資料：調布市子ども生活部児童青少年課
※平成 年 月より開始。

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

（人）（人）

延べ利用人数

利用登録者数

 

（14）生活困難を抱える子どもの割合 

市の子どもの生活困難層の割合は，小学５年生で困窮層 ％，周辺層 ％
（計 ％），中学２年生で困窮層 ％，周辺層 ％（計 ％）， 歳で困
窮層 ％，周辺層 ％（計 ）となっており，生活困難は年齢が高い層ほど
多く発生しています。

■生活困難を抱える子どもの割合■

資料：東京都が平成 年８月から９月にかけて行った「東京都子供の生活実態調査（小中高校生等調査）」

ひとり親世帯の生活困難度が高く，中学２年生， 歳では，それぞれ
％， ％と約半数の子どもが生活困難層となっています。

■生活困難を抱える子どもの割合／家庭類型別■

資料：東京都が平成 年８月から９月にかけて行った「東京都子供の生活実態調査（小中高校生等調査）」

小学５年生 中学２年生 歳

（％）

周辺層

困窮層

小５ 中２ 小５ 中２ 歳

（％）

周辺層

困窮層

ふたり親世帯 ひとり親世帯
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